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二次受傷 一臨床家の二次的外傷性ス トレスとその影響

大 澤 智 子

【要 旨 】

トラ ウマ 体験 を持 つ ク ライ エ ン トとの セ ラ ピー に従 事 す る 臨床 家 は、 自身 は その よ う な体験 を した こ とが な い に

も関 わ らず 、 クラ イ エ ン トと同 じ よ うな外 傷性 の ス トレス 反 応 を示 す こ とが 報 告 され て い る。 こ の よ う な現 象 は

「二 次 受 傷(SecondaζyT職uma)」 または 「こ二次 的外 傷 性 ス トレス(SecondalyT職umaεicS重ress)」 と呼 ば れ 、 そ の研 究

は1990年 代 ご ろ か ら主 に アメ リカで 盛 ん に な っ た。 しか し、 二次 的 外 傷 性 ス トレスお よび 二次 受 傷 は 一 握 りの専 門

家 に しか 知 られ て い ない 。 そ れ に は この 概念 が発 達 過 程 で あ る ため 、 多 くの 名称 や 関連 概 念が 存 在 して お り、理 解

に 困難 を 覚 え る とこ ろ に も寄 与 して い る と思 わ れ る。 そ こで 、 この 論 文 は 、 その 中 で も代 表 と さ れ る 「燃 えつ き

(Bumout)」 、 「逆 転 移(Counteftransference)」 、 「外 傷 性 逆 転 移(Trau皿aticCoun電e貫rans£erence)」 、 「代 理 受 傷(Vicarious

Traumadzation)」 、「共 感 的疲 弊(CompassionFadgue)」 を と りあ げ 、それ ぞ れ の特 徴 を考 察 し、今 後 の課 題 を提 示 した。

1.は じめに

「Aさんは最 近 、 身の安 全 に不 安 を感 じて い る。仕 事 か ら 自宅 に戻 りオ ー トロ ックの 入 り口 を抜 ける 時

には不 審者 が後 か らつ いて来 ないか 、玄 関 ホー ルの横 にある集 合 メ ール ボ ックス に誰か が隠 れて い ない か

が とて も気 にな る。エ レベ ー ター に乗 る と防 犯ベ ル のす ぐ近 くに立 ち、 自宅 階 に止 まる と踊 り場 の死 角 に

人影が ないか を確 かめ る。 素早 く鍵 を 開け る と後 ろを振 り返 り、誰 もい ない こ とを再度 確認 す るや大 急 ぎ

で 中 に入 る。 自室 に入 って も携帯 電話 を片手 に、 大 きな音 を立て なが らベ ッ トル ーム、 クロゼ ッ ト、風 呂

場 、 トイ レ、 台所 に誰 もい な い こ とを確 認 し、 それ ぞれ の部屋 の 明か りを消す こ とが で きない。 物音 に大

げ さな反応 を し、音 の場 所 と原 因 を確 かめず にはい られ ない 。 また、 夜遅 くなっ てか らの帰 宅が ス トレス,

にな るため 、仕 事後 の飲 み会 や習 い事 に も出 な くな った ため 友人 た ちか ら も孤 立 して きた。 最近 で は、誰

か に襲 わ れる夢 を繰 り返 し見 るので 眠 って も疲れ が取 れ ない。 イライ ラ してい る こ と も多 く、小 さな こ と

で 怒 りが爆発 す る こ と も増 え、仕 事 に も影 響が 出始 め てい る。」

この ような話 に 聞 き覚 えが あ る臨床 家 は少 な くない で あろ う。 レイ プや暴 漢 に襲 われ た被 害者 は、事 件

後 、 「また同 じよ うな こ とが 起 こるので は ない か」 と恐 怖 の 中で 暮 ら してい る ことが よ くあ る。事 件 を思
'い 出 させ る場 所 に近 づ けな くな り

、街 中 で犯 人 と容 姿 や服 装が 似 た人 を見 か ける と恐怖 に足 がす くむ。 こ

れ まで 疑 う こ と もなか った 「自分 は安全 だ」 とい う考 えに も確 信 が もてな くな り、 最悪 の事 態 を想 像 し、

そ れ に対 応 で きる よ うに緊張 状態 にい る。そ の結 果、 周 囲に対 す る注意 は常 に研 ぎ澄 ま され てお り、小 さ

・..な 物 音 に も大 げ さな反 応 を して しま う。 これ らは トラ ウマ体験 を した人 に見 られ る、再体 験 、回避 、 そ し

て覚 醒充 進症 状 の一部 で あ る。 現行 のDSM-IVq994)のPrSD(PostTraumaticS鵬ssDisorder:外 傷 後 ス ト

レス障害)診 断基 準(以 下 を参照)は 、 トラウマ体 験 と して認 め られ る出来 事 の性 質 を特 定 し、 その 出来

事 を体験 した結果 、 どの よ うな影響 が症 状 と して発 生 してい るの か を記 して いる。

外傷 後 ス トレス 障害 の診 断基準 『DSM-IV精 神疾 患 の分 類 と診断 の手 引 き(169～171頁)」 に よる:

Aそ の 人 は、以 下の2つ が共 に認 め られ る外 傷 的 な出来事 に暴露 された こ とが あ る。

(1)実 際 に または危 う く死 ぬ また は重傷 を負 う ような出 来事 を、一度 または数 度 、 また は 自分 または

他 人 の身体 の保 全 に迫 る危 険 を、そ の人 が体験 し、 目撃 し、 また は直面 した。

(2)そ の 人の反 応 は強 い恐怖 、無 力感 また は戦標 に関す る もので あ る。

B外 傷 的 な 出来 事 が、 以下 の1つ(ま たは それ以 上)の 形 で再 体験 され続 け てい る。

(1)出 来 事 の反復 的 で侵 入的 で苦 痛 な想起 で 、そ れは心 像 、思考 、 また は知 覚 を含 む。
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(2)出 来事 につい ての反復 的 で苦 痛 な夢 。

(3)外 傷 的 な出来事 が再 び起 こっ てい るかの よ うに行 動 した り、感 じた りす る(そ の体 験 を再 体験 す

る感 覚 、錯 覚 、幻覚 、 お よび解 離性 フラ ッシ ュバ ックの エ ピ ソー ドを含 む、 また、 覚醒 時 また は

中毒 時 に起 こる もの を含 む)。

(4)外 傷 的 出来事1つ の側面 を象徴 し、 また は類似 して い る内 的 また は外 的 きっか けに暴 露 された場

合 に生 じる、強 い心理 的苦 痛 。

(5)外 傷 的 出来事 の1つ の側 面 を象徴 し、 または類 似 してい る内 的 また は外 的 きっか けに暴 露 され た

場合 の生 理学 的 反応性 。

C以 下の3つ(ま た はそ れ以上)に よって示 され る、(外 傷 以前 には存 在 してい なか った)刺 激 と関連

した刺激 の持 続 的回避 と、全般 的 反応性 の麻 痺 。

(1)外 傷 と関連 した思 考 、感情 また は会話 を 回避 しよう とす る努 力 。

(2)外 傷 を想 起 させ る よ うな活 動 、場所 また は人物 を避 け よ うとす る努力 。

(3)外 傷 の重 要 な側面 の想 起不 能 。

(4)重 要 な活 動へ の関心 また は参加 の著 しい減退 。

(5)他 の 人か ら孤 立 して いる 、 または疎 遠 に なって い る とい う感 覚。

(6)感 覚 の範 囲の 縮小(例:愛 の感 情 を持つ こ とが で きない)。

(7)未 来 が短 縮 した感 覚(例:仕 事 、結 婚 、子供 、 また は正常 な一生 を期 待で きない)。

D(外 傷以 前 には存 在 して い なか った)持 続 的 な覚 醒尤進 症状 で 、以 下 の2つ(ま た はそ れ以 上)に よ

っ て示 され る。

(1)入 眠 また は睡 眠維持 の困難

(2)易 刺 激性 または怒 りの爆 発

(3)集 中困難

(4)過 度 の警 戒心

(5)過 剰 な驚愕 反 応

E障 害(基 準B,C,お よびDの 症状)の 持続 期 間が1ヶ 月以 上。

F障 害 は、 臨床 的 に著 しい苦 痛 また は 、社 会 的 、職業 的 または他 の重 要 な領域 にお ける機 能の 障害 を引

き起 こ して い る。

先 述 のAさ ん の症状 を診 断基準 に照 ら し合 わせ る と どの ような診 断 が下 る のだ ろ うか。 どの よ うな出来

事 を体験 した かに つい ての 記述 が ない ので 、Aさ んの症 状 を もた ら した 出来事 が トラ ウマで ある か ど うか

は判 断 で きな いが 、1)繰 り返 し見 る襲 わ れ る夢(再 体験 症状)、2)夜 間 の外 出 に生 じるス トレス お よ

び 、飲 み会 や 習い事 へ の不 参 加 と孤 立感(回 避)、3)過 度 の警戒 心 や 驚愕 反応(覚 醒 充進 症 状)な どが

見 られ 、彼 女 が体 験 してい る症状 は、PTSDの 診 断 基準 をほ ぼ満 た して い る と言 え よう。 しか し、 こ こに

登場 したAさ ん は これ まで レイプや 暴行 を含 む トラ ウマ経験 は全 くない。 で は、 なぜ この よ うな症 状 を体

験 して いる の だろ うか。彼 女 は民 間の 相談 室 で レイ プや暴行 の被害 者 に対 して カ ウ ンセ リン グを行 って い

る臨床家 で 、 日々、 ク ライエ ン トの恐 ろ しい体験 に耳 を傾 けてい る ので あ る。

トラ ウマ 体験 は その物 語 を聴 くもの に強 烈 な感 情 を体験 させ る。Aさ んの よ うに 自分 は レイ プ とい う ト

ラ ウマ 体 験 が な い に もか か わ らず 、 あ た か も被 害 者 と同 じよ う な症 状 を経 験 す る こ とを 「二 次 受 傷

(SecondaryTraumatization)」 、 そ の きっ か け に な るス トレス 因 を 「二 次 的 外傷 性 ス トレス(Secondary

TraumaticStress:以 下 、 「STS」 と略 す)と い う(Figleyl995)。

しか し、 トラウマ を扱 う専 門 家 に見 られ るSTSの 実 態 と影響 、 お よ びその対 処 に関す る研 究 は十分 に行 わ

れ てい る とは言 え ない。 ま た、 この現 象 は誰 にで も起 こ りうるに も関 わ らず 、 その認 知 度 は低 い 。 その理

由 の ひ とつ にはSTSの 概 念 が 未熟 で あ る こ とが あ げ られ る。 そ れ ゆえ、 専 門家 の 間で もSTSの 定義 が 合意

され てお らず 、STSと され る症状 群 をは じめ、STSの 現 象 を指 す 名称 も多数 存在 し、理 解 が よ り困難 に な

ってい る と思 われ る(大 澤2㎜)。 そ こで この論 文 で は、STSの 一 部 と して捉 え られ て いる5つ の代 表概

レ7
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念 一 「燃 えつ き」、 「逆転 移」、「外 傷性 逆転 移」、 「共感性 疲 弊」、 「代 理 受傷 」 一 を整 理 ・考 察 し、今 後の 課

題 を提示 す る。

2.二 次的外傷性ス トレス ー概要

外 傷後 ス トレス障 害(PostTraumaticStressDisorder以 下 、「PTSD」 と略 す)に 関す る調 査研 究 は、1980

年 にその 診断 名 が トラウマ に よる精神 障害 と してア メ リカ精神 医学 会 の診 断基 準(DiagnosticandSIatistical

ManualofMentalDisordersThirdedition以 下 「DSM-III」 と記 す)に 採 用 されて 以 来 、盛 ん に な った

(Blake,Albano,andKeane1992)。 こ れ らの研 究 の多 くは 、ベ トナ ム戦 争 の帰 還 兵(BreslauandDavis

1987、Chemtobら1990、Foyら1984、Gamersら1988、McFallら1991)、 テロ攻 撃(Abenhaimら1992、

Shalev1992)、 虐 待 や ネ グ レク ト(Terr1991)、 レイ プ(Resnickら1992、Kilpatrickら1989)、 そ して 自然 や

人的 災害 の被 害者(Naderら1990、No曲 ら1994)が 対 象で 、そ の 目的 は トラウマが もた らすFrSD症 状 、脆 弱

要因 、併 発 症 な どの理解 と治療 的介 入方法 の構 築 に あっ た。

この よ うにPTSD研 究 が盛 んに なる につ れ 、臨床 現 場 に おい て トラ ウマ を体 験 した ク ライエ ン トを治療

す る臨床 家 も増 え た。 そ の結 果、1980年 後半 にはPTSDを 含 む トラ ウマ体 験 を扱 う専 門家 が 、 ク ライ エ ン

トと同 じよ うなス トレス反 応 を示 す こ とが報 告 され 始 めた(Figleyl989)。 この 現象 は、 自分 はそ の トラ

ウマ体 験 を直接 は経 験 してい ない に も関 わ らず 、体験 者 と共感 的 な 関係 を持 つ こ とで 自身 も体 験者 と同 じ

ようなス トレス反応 を経 験 す る ことで、後 に 「二次 受 傷(SecondaπyTmumat童zation)」 または 「二次 的外 傷

性 ス トレス(SecondaryTraumaticStress:以 下 「STS」 と記 す)」 と呼 ばれ る よ うにな った(Figley1995)。

これ までSTSの 症状 に関 す る記 述 はそ の概 念 が どの よう に定義 され るか に よって異 な って きた。McCann

andPear夏man(1990)は 、 「代 理 受傷(VicariousTrauma)」 と言 う名称 を掲 げ臨床家 の 世界 観や 人生 観 にお

け る変容 を述 べ 、Figley(1985)は 、 「共 感 的疲 弊(CompassionFatigue)」 でPTSDの 症 状 に燃 えつ き症 状 を

交 差 させ てい る。 また、ハ ー マ ン(1986)やDalenberg(2000)は 「外 傷性 逆 転移 」 と言 う枠組 み の 中で トラ

ウマ 体験 を扱 う際 に生 じる逆 転 移の特 異 性 を述べ てい る。 これ らめ概 念 の詳 細 は 「STSの 関連概 念」 の章

で述べ る とし、 ここで は広義 で のSTS症 状 とその影響 につ いて触 れ たい 。

これ らの名 称 は異 なる もの の、 しか し、そ れ ぞれ の概 念 が意 味 す るの は、 「トラ ウマ体 験 者 と共感 的 に

関わ る こ とで 臨床家 は リス ク を負 う」 と言 う と ころで共通 して いる。 そ の影響 の表 出 方法 やそ こに至 る ま

での プ ロセス 、脆弱 要 因 につい て は若干 の違 い はあ る にせ よ、大枠 で は 同 じ ように思 わ れ る。 これ までの

調 査研 究 は、STSは 専 門家 と しての役 割 だ けで はな く、 一個 人 として の生活 に もさ まざ まな支 障 を もた ら

す こ とを報告 して い る。例 え ば、 エ イズ カウ ンセ ラー(Garrett1999)、 家族 療 法家(CarboonellandFigley

I996)、 カウ ンセ ラー(SteedandDowningI998,SchaubenandFrazierl995)を 対 象 に して行 われ た研 究 は、

STSが 放 置 され適切 な介 入が な され ない場 合 、心 身症 や うつ 、 フ ラ ッシ ュバ ックや悪 夢 な どのprSDと 同

じ症状 に苦 しん だ り、 配偶 者や 近 しい人 との関係 が疎 遠 に な った り性 生 活が営 めな くな った な どを報告 し

てい る。

で は、次 にSTSと して捉 え られて い る5つ の関連概 念 を見 てい く。

3.STSの 関連 概 念

1)燃 え つ き

「燃 えつ き(Bumout:バ ー ン アウ ト)」 とは、 もと もと、 ア メ リカの保健 領 域で 、 手の 施 しよう もな く

な った麻薬 中毒 者 に対 して使 われ てい た用語 で あ った。 しか し、1960年 代 に入 り対 人サ ー ビス に従 事 す る

看 護婦 、 カ ウ ンセ ラー、 ソー シ ャル ワー カー な どに見 られ る 「心 身 エ ネル ギー を使 い果 した ような」 現象

を指 して 「バ ー ンアウ ト症 候群:BumoutSyndrome」 と称 し、論 じられ る よう にな った(McConnelll982)。

わが 国 におい て は、少 し遅 れ た1970年 後 半 か ら燃 えつ きの概念 が研 究者 の 間に広 が った が、1980年 代 にマ
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ス コ ミが 「燃 えつ き症候 群」 と して紹 介 され て以 来 、 よ り社会 的 な認 知 を深 め た(近 澤1988)。

燃 えつ きの学 術研 究 は精 神科 医 のFraudenbergerが 蓋974年 に発 表 した論 文 を起 点 に してお り、 そ の名称 が

アメ リカ社 会で 市民 権 を得 た後 を追 い かけ る よ うに始 まっ た。彼 は その論 文 の 中で職場 の ス トレス状 況 と

個 人の 脆弱 性 につ いて の事例 分析 を行 い、燃 えつ きに陥 る過程 、 要 因 と力 動 を示 し、 その状 態 を 「燃 えつ

き(Bumout)」 と命名 して い る(黒川1992)。 また、 そ の論文 は燃 えつ きに陥 りや す い のは 、共感 的 、 人間

的 、繊細 で 献身 的、 そ して理 想 に燃 え る人 に多 い と述べ てお り、 対 人援助 職 に とっ て 「利 点」 と され る特

性 が燃 えつ きへ の脆 弱要 因 に もなる こ と も示唆 してい る。

その 後、Fraudenbergerの 共 同研 究者 で あ ったMaslachカ1燃 え つ きの概念 を発 展 させ 、 「長期 にわ た り人 に

援助 す る過程 で 、心 的 エ ネルギ ーが た えず過 度 に要 求 され た結果 、極 度 の心 身の 疲労 と感 情 の枯 渇 を主 と

す る症 候群 であ り、卑 下、仕事 嫌 悪 、思 いや りの 喪失」 と定義 す るに至 った(MaslachandJackson1981)。

この定義 は現 在 にお い て も燃 えつ き研 究 が盛 ん な アメ リカで学 術 的 お よび社会 的 に広 く受 け入 れ られ てお

り、 これ を もとに作 成 され た尺度 「MaslachBumoutlnventory(MBI)」 は研 究 での使 用 頻度 が最 も高 い。 こ

の尺 度 は1)情 緒的 疲弊 、2)離 人感 、3)個 人達成 感 の3つ の下位 尺度 か ら構 成 され てお り、特 に対 人

援助 に従 事 す る人々 の燃 え つ き状 態 を測 るの に優 れ てい る と評 価 され てい る(Stoロ ロ983)。

MasiachandJackson(1981)は 、燃 えつ きは まず 情 緒 的疲 弊 が起 こ り、 そ れ に伴 い離 人感 が高 くな り、

最後 に個 人 達成感 が低 下 す る過程 を経 て起 こ る と考 え た。つ ま り、燃 えつ きは時 間の経 過 とと もに現 れる

症状 だ と説 明 され た。 その枠 組 みで は 、対 人援 助 職 が陥 る燃 え つ き状 態 は、長 期 に わた って蓄 積 され 、そ

の根 本 には ク ライエ ン トの 問題 が セ ラ ピス トの対 応 能力 を超 え てい る状 況 が 長期 間継 続 して いる と ころ に

あ る、 と説 明す る こ とが で きる。 別 の言 い方 をす る な らば、個 人 お よび組 織 の対応 能 力が 限界 に達 してい

るに も関 わ らず外 部 か らの支援 を受 けず 、 また は受 け られ ない ま まに、今 まで と同 じ、 も し くは それ以 上

のサ ー ビス(質 または量 、 も しくは そ の両方)を 提供 す る はめ にな り、結 果 と して心 身の 疲労 が蓄 積す る

とい うわけ であ る。 また、燃 えつ き状 態 は不安 、 イラ イラ感 、悲 哀感 、 自尊 心 の低 下、睡 眠障 害や 高血圧 、

頭痛 、 そ して夫婦 間 や家 庭 内で の不和 な ども誘 発 され る と考 え られて い る(田 尾 ・久 保1996)。

Vreedenburghら(1999)が521人 の心 理 士 を対 象 に行 っ た燃 えつ きの研 究 は 、対 象者 の燃 えつ きが 中か

ら低 レベ ルで あ った と報 告 して い る。心 理士 の燃 えつ き に大 き く影響 を もた らす 要 因 と して職 場環 境 が提

示 され てお り、病 院 臨床 を して い る心 理 職 の方 が個 人 開業 を してい る人 よ り高 い レベ ルの 燃 えつ きを示 し

て いた 。 この結 果 は、個 人 開業 は 自己責任 も重 いが 、 自己決 定が 可能 で 自由裁 量 に任 され る ため 、同 じ量

の仕 事 を こな して も他 人で はな く自分 の ため に働 くと捉 え るこ とか ら、その負 担 の感 じ方 に も違い があ り、

燃 えつ き も少 ない ようだ と述べ てい た。 また、年 齢 と燃 えつ きは反比 例 して お り、経験 を積 む こ とで対 応

方法 の種 類 が増 え るため に燃 え つ きの レベ ルが 下 が るので は ない か と推 察 され てい た。

別の 心理 士 を対 象 に した(Acker韮eyら1988)研 究 は、 そ の3分 の1が 高 レベ ル の燃 えつ きを示 した と

報告 してい る。燃 えつ きに陥 ってい る心理 士 の特 徴 は、1>若 い 、2)低 収 入、3)個 人 セ ッシ ョンを行

うこ とが少 な く、4)臨 床 環 境 にお け る影 響 力が 少 ない と感 じてい る、5)ク ライエ ン トに対 して過剰 に

関 わ ってい る と感 じて いる、 とあ る。

つ ま り、燃 えつ きとSTSは ス トレスが 引 き金 にな る点で 類似 して い るが 、 ス トレス因 の質 に違 いが ある

(大澤 、2000)。 前 者 は 人材 や 物 資 が慢 性 的 に不 足 してい る 職場 環 境 が ス トレス 因 とな る こ とが 多 いが 、

STSの そ れ は クラ イエ ン トが語 る体 験 の トラウマ性 で あ る。 あ る意味 、燃 えつ きの 引 き金 とな るス トレス

因は程 度 の差 こそあ れ 日常 生 活 に も存 在 して い る。言 い換 え る とサ ー ビス残 業 が重 な るサ ラリーマ ンや子

育 て に追 わ れる母 親 な どに も起 こ りう る。 しか し、 トラ ウマ体験 のそ れは 、そ の定義 が 示す とお り 「死 ぬ

か も しれ な い」 と思 わせ る よう な外傷 性 のス トレス 因 であ る。 昨今 の生 活 は ス トレス が 高 い とは言 え、

「死 んで しま う」 と真剣 に思 わせ る もの は少 ないで あ ろ う。 また 、燃 えつ きが もた らす 症状 は うつ状 態 な

ども含 まれ る とは言 え、そ の根 本 は心 身の疲 労 で ある。根 本 的 な解 決 は職場 の環 境要 因 の見 直 しに も関 わ

るが 、休 息 を十 分 とる こ とで これ らの症状 はほ ぼ解 消 され る。 一方 、STSの 場 合 、 その 症状 はPTSDの そ

れ と同 じで、 回避 、再 体験 、覚醒 充 進 な どで 構成 されて い る。
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2)逆 転 移

これ まで逆 転移 につ いて書 か れ た文献 はSTSと い う非常 に複雑 な現 象 を理 解 す るため に有益 な枠組 み を

提 供 して きた。 しか し、STSと 同様 、逆転 移 の定 義 も多 く存 在 して い るた め にその捉 え方 に もか な りの 幅

が あ る。 例 え ば、 「逆 転 移」 を治療 関係 にお いて セ ラ ピス トが体 験 す るすべ て の情 動 とそれ を伴 う行 動 と

す る(Bounchard・Nomandin・Seguin1995、Bollasl983)非 常 に広義 の もの か ら、セ ラピス トが ク ライ

エ ン トに対 して持 つ 「ある 特 定の 反応 」 とす る もの(Cohenl952、GitelsonI952、Grotstein1995)と さ ま

ざまで あ る 。伝 統 的 な もの も含 め 、 多数 存 在 す る定 義 の 中 で も広 く一般 的 に受 け 入 れ られ て い るの は 、

「クラ イエ ン トとの 治療 関係 にお いて 、 セ ラ ピス トの 未解 決 な、 あ る いは無 意 識 下 にあ る葛藤 や心 配 事 が

活 性化 される こ と」(FreudenbergerandRobbinsl979、Farber1985)で あ ろ う。

事 実、STS研 究文 献 に は、過 去 に トラウマ体 験 一 それ もク ライエ ン トの体験 と同種 で あれ ば なお さら一

を持 つ専 門家 はSTSの 影響 を受 けやす い と示唆 してい る(Kassam-Adamsl999)。 しか し、注 目す べ き点 は、

その 体験 が解 決 され てい るか ど うか は、STSの 影響 を受 け るか否 か には あ ま り関係 が な い とい う こ とで あ

る。 もちろん、 乗 り越 え るため の努 力が何 もな され てい ない トラウマ体 験 が治療 関係 内 で どの よ うな 「反

応 」 を引 き起 こす かは想 像 に難 くないが 、 これ まで の調 査 結果 は、 同時 に、過去 に何 の トラ ウマ体 験 を持

たな い専 門家で もSTSの 影 響 を受 け る と述べ て い る(Figley1995)。

また 、 こ れ ら以 外 に も、逆 転 移 とSTSに は差 異 が あ る よ うだ。 トラ ウマ を 主 に扱 う専 門家 ら(Haley

1974、WilsonandLindy1994、 ハ ーマ ン1996、Dalenberg2000)は 、 トラウマ体 験 を持 つ ク ライエ ン ト

との 問に生 じる 「転 移」 と 「逆転 移」 は 、そ うで ない ク ライエ ン トとの間 に起 こるそれ と比較 して、 その

イ ンパ ク トや 質 に大 きな違 いが あ る と述 べ て お り、 それ らを 「外 傷性 転 移」 「外 傷性 逆 転移 」 と呼 ん でい

る。次 に 「外 傷 性逆 転移」 につ いて考 察す る。

3)外 傷 性 逆 転 移

トラ ウマ を抱 え た クラ イエ ン トが その 体験 を乗 り越 えるた め には、 それ らを扱 う ことが で きる 「安 全 な

空 間」 と共 感 的態度 を維持 す る こ とが で きる セ ラ ピス トの存 在 が不 可 欠で あ る(ハ ーマ ン1996、Horowitz

1986)。 トラ ウマ体験 に よって 失 った安 全 感 や信 頼感 を再 構 築 す るた め には、 治療 関係 にお いて 、 セラ ピ

ス トへ の信 頼 が ない こ とには不 可 能で あ る。 しか し、 トラ ウマ の物語 は強 烈 な感情 一混乱 、不 安 、脆 弱 、

苦痛 、 苦悩 、 喪失 、 怒 り、恐 怖 、無 力感 、 否認 一 を喚 起 し、 聞 き手 を 「実存 的 な恥(ExistentialShame)」

に直面 させ る(Danieli1988)。 その結 果 、訓 練 や経 験 を積 ん だ専 門家 で さえ も安全 な空 間や 共感 的 態度

を継 続 的 に提 供 す るのが 困難 に なる。

多 くの臨床 家 は、 この よう なク ライエ ン トを 目の前 に して、 彼 らが語 る トラ ウマ 体験 や それ に付 随 す る

感情 や行 動 に対 して 「特 有 の逆転 移 反応 」、つ ま り 「外 傷 性逆 転 移」 を示 す 。 そ して 、 これ らの 「外傷 性

逆転 移 」 が認 め られ、 適 切 に対 応 され ない とセ ラ ピス トは 治療 関係 にお い て ク ライエ ン トが 必 要 とす る

「安 全 な空 間」 と 「共感 的 な態度 の維 持」 を提供 す る ことがで きず、 専 門家 と して の役 目を果 たせ な くな

る。 そ の結果 、 ク ライエ ン トに対 して理 由な き嫌悪 感 や怒 りを抱 い た り、救 済者 と化 した臨床 家が クラ イ

エ ン トとの治 療 関係 の枠組 み を破 棄 し、時 間外 に会 った り個 人 的 な関係 を持 つ こ と も指摘 されて い る(ハ

ーマ ン1986) 。

Dalenberg(2000)は 「外 傷 性 逆転 移 」 を 「一般 的 」 か 「個 人 的」 か の2つ に分 類 して い る。 つ ま り、

その外 傷性 の刺 激 が何 で あれ 、 どのセ ラ ピス トであ って もおお むね 同 じような反応 をす る場合 と、.セラ ピ

ス トが体験 す る反 応が そ のセ ラ ピス ト特 有 の場 合で あ る。言 い換 える な らば、そ の反 応 は どん なセ ラ ピス

トに も起 こる 一般 的 なの ものか 、 また はそ のセ ラ ピス トが持 っ てい る価値 観 や課題 ・問題 に よって もた ら

され た個人 的 な もの なの か とい うこ とで あ る。

例 えば 、夫婦 間暴 力 の被 害 を受 けて い るク ライエ ン トに 関わ って いる 臨床家 が い る とす る。 夫 は妻(ク

ラ イエ ン ト)を 理 由 もな くのの し り、時 には殴 る蹴 るの暴 力 を加 える。家 賃 と光熱 費 以外 は一 銭 も生活 費

を入 れず 、妻 は独 身時代 の 蓄 え を切 り崩 しなが ら食費 や子 ど もた ちの教育 費 な どを まか な って い る。妻 の
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両親 は早 くに亡 くな り、兄 弟や 親戚 とは疎遠 で あ るた め頼 れる 身内 は皆無 で あ る。社 交的 な夫 は彼 女 の友

人 と も親 し くして お り、 これ まで何度 か夫 の暴力 につい て訴 え たが誰 一人 と して彼 女 の言葉 を信 じて くれ

ない。 そ れば か りか、 その ような こ と言 う彼 女 に対 して冷 たい態 度 を取 る よう に さえな った。夫 の暴 力 に

た ま りか ねて離 婚 を求 めたが 、 その条 件 に親権 放棄 を求め られ どう した らい いの か分 か らな い。

この よ うなケー ス を 目の前 に して、多 くのセ ラ ピス トは 「無 力感 」 に襲 わ れる こ とがあ る。妻 は、夫 の

暴 力が 始 ま ったば か りの頃 は、 自分 の行 い を正せ ば彼 の暴 力 も収 まるか もしれ ない と考 えた。妻 は、 自分

の料理 の腕 が上 が れば彼 も喜ん で くれ るか も しれ ない、子 ど もが 生 まれれ ば彼 の態 度 も柔 らか くなるか も

しれ ない とも思 った。 しか し、 その どれ も彼 の暴 力 をエ ス カ レー トさせ るだ けで あ った。 や っ との勇 気 を

振 り絞 って 友人 に相談 して も彼 の擁護 に回 る ことは あ って も自分 を信 じて くれた人 は いな か った。何 とか

毎 日を生 きて きた のは子 ど もた ちが い たか らなの に、 離婚 の 条件 に親権 を放 棄 しろ と言 わ れた。 クラ イエ

ン トが語 る この ような状 況 にセ ラ ピス トは無 力感 を覚 えた と して も、 それ は ご く当然 の こ と、つ ま り 「一

般 的」 な反 応 とい う こ とがで きるで あ ろ う。 共感 で きて い るか ら こそ クライエ ン トの無 力感 を も体験 す る

こ とが で きるの だ。 そ して、 この 反応 は治療 にお いて もクラ イエ ン トを理 解 す る上で 有益 な情報 とな る。

しか し、 この クライエ ン トと似 通 った過 去 を持 つ セ ラ ピス トが ケ ース を担 当 した場 合 、 どの ような反 応

が起 こ りうるの で あろ うか。た とえば 、このセ ラ ピス トの父 親 は酒癖 が悪 く、飲 んで は母親 を殴 ってい た。

そ んな両 親 を持 った セ ラ ピス トは 自分 を連 れ て逃 げ なか った母 親 に怒 りを抱 える と同時 に、 どんな働 きか

け を して も母 親 を説得 で きなか った 自分 に対 して無 力感 を募 らせ てい た とす る。そ の よ うなセ ラ ピス トが

先述 の話 を聞い た とす る とど うな るのか。 このセ ラ ピス トは ク ライエ ン トの子 ど もた ち との 強い 同一 化 を

起 こ し、 自分 の母 親 に対す る怒 りが再 燃 し、 ク ライエ ン トを責 め夫 の下 を去 るこ とを強 要 した り、子 ど も

た ち を守 れ ない母 親 に 自 らが抱 えてい た怒 りや不 満 を持 ち辛 らつ な言葉 を投 げか けた り怒 りをコ ン トロー

ル で きな くな るか も しれ ない 。 しか し、 同時 に、子 ど もの 時 には母 親 を守 る こ とが で きなか った埋 め 合 わ

せ をす るが ご と く、 この ク ライエ ン ト.を何 とか救 済 しよう と専 門家 と して の役割 を超 えて時 間外 に自宅 を

訪 問 し夫 に説 教 を した り、新 しい 生活 を始 め る資金 を提 供 しよう と申 し出た りす る か も しれ ない。そ して 、

そ の よ うな努 力 に も関 わ らず ク ラ イエ ン トが何 もしない こ とに対 して 自分 の臨床 能力 が 原 因で ある と理論

付 け、専 門家 と しての能力 不 足 を感 じ無力 感 に悩 まされ、 ケ ース を降 りる か も しれ.ない 。 また、 自分 が 父

親 に対 して持 って いた空想 をク ラ イエ ン トの 夫 に対 し暴力 を振 る って い る夢 を見 る こ とで再 体験 す るか も

しれ ない。 この ように セ ラ ピス トの過 去 やそ れ らの体 験 を源 とす る情動 が 強い 反応 を生 み、 どの感情 が誰

の もの で、誰 に対 す る もの なのか が分 か らな くな り、治 療 に混乱 を もた らす とい うの であ る。

WilsonandLindy(1994)1ま 、】町SDお よび トラ ウマ体験 に よって併発 した その他 の症 状 を治療 す る・プロ セ

ス にお け る「トラウマ特 有 の転 移(Trauma-SpecificTransference:以 下TSTと 略 す)」 の存在 を述べ て い る。

TSTは 、 トラウマ体 験 の未消 化 または未 解 決 の事 柄 に よって もた らされ る クラ イエ ン トが セ ラピス トに対

して無 意識 に示 す 反応 で 、 「情 緒 的反 応」、 「行動 傾 向」、 「象徴 的 な役 割 関係 の再 演 」 とい うかた ちで 表 出

す る。 つ ま り、 ク ラ イエ ン トはTSTプ ロ セス の中 でセ ラピス トに トラ ウマ体験 に存在 した特 有の役 割 を演

じる よ うに仕 向 け、 その結 果 、 セ ラピス トは逆 転 移 プロセ ス の一部 と して その役 割 を演 じてい る よ うに感

じる とい うの であ る。 その 配役 は親 身 な支持 者 や救 済者 な どの 「肯定 的 役割 」 か ら屈 辱 を もた ら した 警察

官や弁 護士 、 はた また加害 者 に代 表 される 「否定 的役 割」 と幅 が あ る と考 え られ てい る。

そ して、 この ようなTSTに 直 面 した セ ラ ピス トが 体験 す る と考 え られ てい る逆転 移 反応 ス タイル を4つ

に分 類 して い る。彼 らは逆 転移 反応 を 「タイプ1(回 避型:avoidance)」 と 「タイ プ ∬(過剰 同一 化型:over.

identification)」に分類 し、 そ れぞ れの タイ プに対 して 「一般 型(normative)」 と 「個 人型(personaHzed)」 の

2つ の逆 転移 プ ロセ ス を提 示 し、計4つ の 反応 ス タイル と した。 タイ プ1の 一般 型 を 「不均 衡 な共感 反応

(empathicdisequilibrium)」 、 同 タイ プの個 人型 を 「緊密 な共感 反応(empathicenmeshment)」 、 タイ プHの 一般

型 を 「回避i的な共 感反 応(empathicwithdrawal)」 、 そ して同 タイ プの個 人 型 を 「抑 圧 的 な共感 反応(empathic

repression)」 と してい る。 以下 にそれ ぞれ の特徴 を述 べ る:

「不均 衡 な共 感 反応 」 は、 ク ラ イエ ン トが 語 る トラ ウマ に圧 倒 され、 セ ラ ピス トと して の 自分 の能 力 に対

して不 安 や緊 張 を感 じる こ とを言 う。 この反 応 は、 トラ ウマ に関す る専 門知 識 を増や し臨床 経 験 を重 ね る
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こ とに よって和 らげる こ とが 可能 となる。

「緊密 な共感 反応 」 は、専 門家 が ク ライエ ン トに対 して過剰 な 同一化 をす るが ため に、専 門家 と して の

役 割 を離 れ、 治療 におけ る適切 な境 界線 を も越 え て しま うことを さす。 過去 に トラ ウマ体 験 を持 つ専 門家

が陥 りやす い共感 反応 の ひ とつで 、 目の前 に いる ク ライエ ン トの救 済者 にな るこ とで無意 識 的 に 自分 の問

題 を解決 しよう と試 みて い る と考 え られ てい る。 また 、た とえ トラ ウマ 体験 を持 ってい ない場 合 で も、 セ

ラ ピス トが過 剰 な責任 をク ライエ ン トに対 して抱 い てい る と この ような反 応 に陥 りやす い。

「回避 的 な共感 反応 」 は 、治療 関係 にお いて 、 その クラ イエ ン トの体験 をそ の ひ と独 自の もの と して

「い ま ・こ こで 」理 解 す るの で はな く、 あ らか じめ学 習 した知 識 の フ ィル ター を通 して ク ライ エ ン トの 反

応 を予測 し、極 めて客 観 的 な態度 で 関わ る こ とをい う。 既存 の技術 や知識 が 邪魔 をす る ため に専 門家 は共

感 的態度 を維 持で きな くな り、 ク ライエ ン トはセ ラ ピス トと情緒 的 に関 わ る機会 を逃 し、 トラ ウマ体験 を

乗 り越 え る こ とが 困難 にな る。 これ は トラウマ に対 す る防衛 的 な 反応 の ひ とつで もあ り、 「不 均 衡 な共感

反応 」 を避 けるた め に、 よ り客 観的 にな りす ぎた結果 と して も起 こ りうる。

「抑圧 的 な共 感 反応 」 は、 クラ イエ ン トの転 移が 専 門家 に 内在 す る葛藤 や 未解 決 の問題 を活性 化 させ 、

セ ラ ピス トは 自分 の 問題 に 目がい っ て しまい、 無意 識の うち にセ ラ ピス トと しての役 目を果せ な り、 ク ラ

イエ ン トが提 示す る問題 の重要 性 を否認 した りす る こと をさす。 セ ラ ピス トは個人 セ ラ ピー な どを用い て

自分 の問題 を扱 い 、 この反応 に陥 る ことを防 ぐこ とが 可能 であ る。

4)代 理 受 傷

McCannandPear置man(1990)は 外傷 性 逆転 移 の議 論 を一 歩 進め 、近 親 姦お よび性 的虐 待 を幼少 期 に受

けた ク ライエ ン トを専 門 に扱 う臨 床 家 に見 られ る現 象 を まとめ 、STSは 専 門家 の 自己や世 界 に 関す る 「認

知 体系(cognitiveschema)」 に永 久的 な変 化 を もた らす と論 じ、 この よ うな現 象 を 「代 理受 傷(Vicadous

TraumaIization)」 と呼 んだ。このモ デル は 「構成 主義 自己発 達 理論(ConstructivistSelのevelopmentTheo1y)」

と呼 ば れ、構 成 主義 理論 が ベ ース に な ってお り、 「人間 は複雑 に発 達 した認 知 構造 を通 して外 界 の 出来事

を解釈 し、そ の結 果、個 人 の内 的現 実 を構 成 してい る(p.B7)」 と述 べ てい る。

また、 トラ ウマ か らの 回復 は、安 全(safety)、 信 頼(trust)、尊重(esteem)、 親密 性(intimacy)、 そ して統 制

(controI)の5つ の基本 的 ニ ーズ(認 知体 系)の 回復 にあ る と考 え、 あ る トラ ウマ 体験 が どの よ うに経験

され る か は そ の 人 に とっ て 中 心 と な る認 知 体 系 が どれ で あ る か に左 右 さ れ る との 仮 説 を立 て て い る

(Pear豆manandSaakvitnel995)。

以 下 に、 トラウマ臨床 は どの よ うな影 響 をそ れぞ れの 基本 ニ ーズ(認 知 体系)お よび世 界観 に及 ぼす の

か を紹 介す る。

「安 全」 は 、世 の 中 をお お むね安 全 な場所 と して捉 える こ とが で きる か ど うか に関 わ る。無垢 な人が脅

され た り、傷 つけ られた り、謂 れ な き暴 力 に さ らされ るな ど、安全 感 が喪 失 した現 実 を何 度 も目の 当 た り

にす る こ とが 変容へ の引 き金 とな る。 また 、同性 で 同年代 な どの よ うに、 クラ イエ ン トが 自分 と似 た よ う

な境遇 や状 況 にい る場合 、 セ ラ ピス トが 体験 す る同 一化 は強 くな り、 自己の脆 弱性 を直 視せ ざる をえ な く

な る。そ の結果 、 自分 や家族 の 安全 が気 にな り家 族 の行動 をチ ェ ック した り、制 限 した りす る よう になる

こ と もあ る。

「信 頼」 は、他 者 や 自己 を信 頼 す る ことがで きるか どうかに 関わ る。ク ラ イエ ン トが人 に だ まされ た り、

信 頼 して い る人 に裏 切 られた りす るの を数多 く見 聞 きす る うち に変化 が起 こ り、 セ ラ ピス トは、 これ まで

維 持 して いた他 者へ の 基本 的 な信頼 感 に大 きな揺 ら ぎが 生 まれ る。 その結 果 、 セラ ピス トは、他 人 の動 機

に疑 問 を抱 くように なっ た り、 一層 の皮 肉屋 にな った り、極 端 なケ ース では他 人に対 す る猜疑 心 の塊 に な

る こ ともあ る。 この よ うな変化 は、 新規 の ク ライエ ン トを目の前 に して も 「最 悪 の シナ リオ」 を勝 手 に想

像 す るな どと して現 れ るか も しれ ない。例 えば 、 ク ライエ ン ト本 人 に確 認 をす る前 に 「この症状 は親 に よ

る性虐待 が 原 因に決 まって い る」 な どとケ ースの背 景 を決 めつ け るか たち と して表 出す るか も しれ ない。

「尊 重」 は 、 自己や他 者 を善 人で あ り尊敬 に値 す る と思 え るか ど うか に関 わ る。正 当 な理 由 もな く傷 つ

け られた り、 暴力 を受 けた りする ク ラ イエ ン トに関 わ る こ とでセ ラピス トは、加 害 者 は もち ろん の こ と、
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人 間全般 に対 す る尊重 を失 う。 この認知 体 系 に歪 みが 生 じる前 は、 「人 間 はす ば ら しい存在 だ」 と思 え て

い たが 、人 間の動 機 に疑 い を持 つ ように な り自分 や他 者 の意 見や 洗 断 を尊 重す る のが 困難 にな る。

「親密 性」は、自分 が 自分 自身や 周囲 の人 間 や世 間一般 との つ なが りや受 け入 れ られ てい る感覚 を さす。

クライ エ ン トは、 トラ ウマ を体験 した こ とで これ まで の 自分 で は な くな った と感 じた り、汚 れた存 在 と捉

えた りす る ように なる こ とが あ る。 また 、彼 ら自身は そ の よ うに感 じてい な くて も、周 囲が 「か わ いそ う

な人」 な どの レ ッテル を貼 る ことで外 界 と疎遠 にな って しま うこ ともあ るであ ろ う。 この よ うな体 験 を し

て い る クラ イエ ン トとの 関 わ りの 中で 、セ ラ ピス ト自身 も同 じ ような感 覚 を抱 くよ うに な り、 そ の結 果 、

一人 き りで の時 間 を楽 しく過 ごす ことがで きな くなっ た り、他 人 との関係 が疎 遠 に なった りす る。

「統制 」 は、 自分 の情動 や衝 動 を自制 で きるか どうか、 また、他 者 との 関係 にお いて 相手 をコ ン トロー

ルす る必 要性 を感 じるか どうか を さす 。 この体 系 に歪 みが 生 じた セ ラ ピス トは、 自 ら も自傷他 害 を犯 して

し まうので は ないか と不 安 にな る こ ともあれ ば、 リラ ックスす る のが 困難 に なる ケース もあ る。 また、 セ

ラ ピス トは 、 自分 以外 の 人 間がそ の状 況 や関係 の 主導 権 を握 る といた た まれ な くなる、 な どが影響 と して

起 こ りうる。

つ ま り、 トラウマ体 験 を持 つ ク ライエ ン トを目の前 に した とき、 セ ラ ピス トは 自分 に内在 す る 自己や世

界 に関 す る基 本 的 な世 界 観の 青写 真 に混乱 が きた すの を体験 す る。 この混乱 は、あ ま りに も微 妙 で全 く気

づ か ない場 合 もあ れ ば、 大 きな シ ョ ック と して体験 され るこ ともあ る。 また、 「構 成 主義 自己発 達 理 論」

に よれ ば、 これ らの変 化 は半 永久 的で 不逆 的 であ る と も言 わ れて いる点 で他 の概 念 とは趣が 異 な り、臨床

家 と して トラ ウマ を扱 う場 合 に支払 わな けれ ばな らな い代償 の大 き さを指摘 して い る。

5)共 感 的 疲 弊

「共感 的 疲弊(CompassionFatigue)」 は、Fig董ey(1995)に よって提 唱 され て いる名 称 で、 「共感 的 ス ト

.レス(CompassionStress)」 と も同義 語 であ る。 また 、痛 み を体験 して い る人 と共感 的 に関 わる ゆえ に発 生

す る こ とか ら 「costofcaring(思 いや りの代 償)」 と も呼 ば れて い る。主 な症 状 は、PrSD症 状 に見 られ る

回避 、再 体験 、覚 醒元 進症 状 と燃 えつ きに見 られ る心 身の疲 労で あ る と考 え られ てい る。

共 感 的疲 弊 は、 も と もと、1978年 に燃 え つ きの一 形 態 と して 「二 次 的被 害(SecondaryVictimization)」

とい う名 称で 発表 され、 トラ ウマ体 験 者 と親 しい 関係 に いる家族 や友人 らが そ の体験 を直接 して い ない に

も関わ らず 、被 害者 と同様 の ス トレス反応 を示す 現象(例 え ばDaniehl985、Figleyl983)に 源 を発 す

る。 そ の名称 が記 す とお り、 この現 象 は トラウマ の物語 に どれだ け暴露 され るか、 共感 の レベル は どれ ほ

どかに よっ てそ の影響 が異 なる と考 え られて お り、 暴露 が 多い ほ ど、共 感 の レベ ル が高 いほ ど、 そ の症 状

が重 くなる。

この モデ ルで は、 共感 的 な 関係 にい る相手 が トラウマ を体験 した こ とを 「知 るだ け」で もSTSと して十

分 だ と主 張 し、 そ の記述 はDSM-III(1980)、DSM一111R(1987)、 そ してDSM-IV(APA,1994)のPrSD診

断基 準 のA基 準 にあ る と論 じて い る。 そ れ を踏 まえ 、Figley(1995)は 、PTSDを 「PrimaryTraumatic

StressDisorder(一 次 的外傷 ス トレス障 害)」 とし、STSに よっ てお こ る障害 を 「SecondaπyTraumaticStress

Disorder(二 次的 外傷 ス トレス 障害)」 とす る こ と も提唱 して い る。 これ ら2つ の差 異 は、前 者 が トラウマ

を直接 体験 した場 合で 、後者 は間接 的 に トラ ウマ に暴 露 され た結果 に生 じる障 害 と して い る。

4.今 後の課題一臨床現場において

STSと して考 え られて いる5つ の概 念 一燃 えつ き、逆転 移 、外 傷性 逆 転移 、代 理 受傷 、共 感 的疲 弊 一 に

つ い て述べ た 。STSは トラ ウマ臨床 を行 う上 で は避 けて通 れ な い課題 で あ る。 で は、現 場 の臨床 家 に必 要

なの は何 なの か を考 え てみ たい。

まず 、STSを 専 門家 に広 く知 って もら うこ とが 最重 要 であ る。 この概 念 は専 門家 の問 で も認知 を得 られ

て い ない のが 実状 であ る。そ れ ゆ えに、 本当 はSTSに 苦 しん で いる に も関 わ らず 、 その 原因 を臨床家 と し

て の資 質 にあ る と思 い込 み、 最終 的 には セ ラ ピス トと しての 人生 に終止 符 を打 った 人 もい るの では ない か
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と推 察す る。 この よ うな悲劇 を増 や さな いた め には、 臨床 家 を対 象 に研 修会 や サポ ー ト体 制 の構築 が 望 ま

れ る。

第二 に 、 日本 にお け るSTSの 実 態 調査 も急務 で あ る。 わが 国 にお いて心 理 職 が置 か れ る現 状 はSTS研 究

が盛 んに行 わ れて い るア メ リカの そ れ とは異 な る。 しか し、文 化差 を楯 に して 日本 にSTSは 存在 しない と

結論 付 け るの は性 急 であ る だけ で はな く、 間違 ってい る。 ま して や、 文 化的 背景 に関す る 要 因以外 に も、

セ ラ ピス トの社 会的認 知度 、 異業 種 の連 携 、サ ポ ー トシス テ ムの制 度化 な ど社会 的 シス テ ムにお け る差 異

が歴 然 と存在 す る。 その 意味 で は、 日本 の臨床 家が 直面 す る状 況 はア メ リカの それ よ りもず っ と険 しいの

か も しれ ない 。そ の 上、 去年 の児 童 虐待 防止法 、 今年 に入 って はDV防 止 法が 制 定 ・施行 され て、社 会 的

な認 知 が高 まれ ば虐待 やDVの ケ ース が増 える こ と も予 測 で きる。 この よ うな ケー ス に携 わる臨 床家 が 増

え る とSTSを 体 験 す る率 も必然 的 に増 え るはず だ。 また、 実態 の把 握 は ニ ーズ に即 したSTS予 防 プロ グ ラ

ム の構築 に不 可 欠で ある。

第三 に、 ス ーパ ー ビジ ョンの活用 が重 要 で ある。STSは 予 防 策 を講 じる こ とでそ の影響 を抑 え る ことが

で きるが 、不 幸 に も影響 が現 れ た場 合 、早 急 に介入 をす る必 要 があ る。 それ に は定 期 的 なス ーパ ー ビジ ョ

ンが 欠 かせ ない 。た だ、残 念 なが らわが国 にお い ては、 トラ ウマ臨床 に実 務 と理論 の 両方 に精通 し、且 つ

STSの 理論 を理解 して いるバ イザー が どれ くらい存 在す る かが疑 問 で ある。 そ の意味 で は 、 トラ ウマ臨床

に 関わ る実務 家 に対 してSTSの 研 修 を行 い、仲 間 同士 の連携 体制 を整 える こ とが まず必 要 となるで あろ う。

第 四 に、 臨床 家が 所属 す る施 設や 組織 はSTSの 知識 を深 め、専 門家 の 「職 業病 」 を軽減 す るべ く努 力 を

して も らい たい 。 セ ラ ピス ト個 人が 意識 してSTS予 防 に取 り組 むの は もち ろん の こ とだ が、 しか し、 個人

がで きる ことに は限界 が ある。 そ こで、1)ス タ ッフの ケ ース量 を適 切 にモ ニ ターす る、2)ス タ ッフが

お互 い をサ ポー トしやす い環境 を提 供す る、3)定 期 的 な研修 お よびス ーパ ー ビジ ョンの提供 、4)他 機

関 との連携 を積 極 的 に持 つ 、 な どを提 案 したい(大 澤2000)。

STSを 悪 化 させ る一 番 の要 因 は 「孤 立」 だ と言 わ れて い る。 事 実、 セ ラ ピス トは非 常 に孤 独 な職業 であ

る。 その 意味 で も、 ス タ ッフが 自 らの体 験 を分 か ち合 え る場 所 を提供 す る こ とがで きて い ればSTSの み な

らず 、ス タッフが 直面す る職 業 上の ス トレス を予 防す る こ とにな るであ ろ う。

最 後 に、STS概 念 の 日本 語訳 につ い て述 べ る。他 の心 理学 用 語 と同様 、英 語 の名称 を 日本 語 にす る際 、

訳 語 が オ リジナル の表記 と名実 と もに合 致す る のは まれ であ る。 しか し、 名 は体 を表す と言 うよ うに、名

称 が そ の 概 念 の イ メ ー ジ を左 右 す る の も事 実 で あ る 。 今 回 、 紹 介 した 「代 理 受 傷 」 はvicarious

traumataizationの 忠 実 な訳語 で は あ り、 すで にい くつ かの 出版 物 に もそ の名 称 で記 載 され てい る(ハ ーマ

ン1996な ど)。 この論 文 で は、既 存 の訳 語 「代 理受 傷」 を使 用 したが 、筆 者 は以 前 か らそ の訳 に違 和感

を持 って い る。 なぜ な らば、 「代 理 」 か ら連想 す る意 味合 い は決 して肯 定 的で は ない 。つ ま り、被 害 者 の

「代 わ り」 に傷 つ くとい う表 現 は、 お こが ま しい 上 に、 この概 念 を正 確 に反 映 してい る と も思 えない 。事

実 、vicariousを 新英 和 中辞 書 で調 べ る と1)(他 人の 経験 を)想 像 して感 じる;他 人 の身(気 持 ち)に な

って経 験 す る;2)代 理 をす る;3)身 代 わ り;と あ る。 つ ま り、vicarioustraumataizationで 意 図 され て

い るのは 「代 理」 で は な く、 「相 手 の 身 にな って経 験 や気 持 ち を体験 す る」 とい う意味 で あ って 、そ れ を

二 字熟 語 で記 載 す るので あ れ ば 「共 感」、 も し くは概 念背 景 を念 頭 に 「二次 」 と意訳 語 を当 て るほ うが よ

り正確 を期 す る と考 え る。

STSは トラウマ を扱 う専 門家 の みが 直面 す る問題 で は ない。 毎 日新 聞 に も女 性 警察 官 の二次 受傷 が 問題

とな って い る旨 の記事 が掲 載 され てい た(2001年10月21日)。 この概 念 が社 会 的 に も認 知 され るに はその

表記 に も気 配 りが要 求 され るで あろ う。
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S㏄ondaryTra㎜a廿zation

一S㏄ondaryTra㎜aticStressandits㎞pactonTherapists

WhoWorkwi出TraumatizedPopulation一

OSAWATomoko

TherapistswhoareexposedtotraumaticmaterialspresentedbytheirchentsarereporIedtoexperience

similartraumatics舵sssymptomssuchasPTSD.Thisphenomenonisref6rredtoasSecondaryTraumatizationor

SecondaIyTraumaticStress(STS),andtheresearchinthefieldhasstartedsince1990's.However,sincetheconcept

ofSTSorSTisstillinapr㏄essofmaturation,therearemanynamesinexistence、andcausingconfusionamong

theresearchersandcliniciansinthefield.Therefbre,thispaperattemμstolookatfivem勾orconceptsintheSTS,

namelyBumout,Countertransference,TraumaticCountertransfbrence,VicariousTraumatization,andCompassion

Fatigue,toillustratetheirpolntsofargumenしTheauthoralsooff¢rssuggestionsfφr、fbtureissuesfacingtrauma

therap童sts.


